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公益財団法人
兵庫県青少年本部

1対1の
お見合いを
紹介します！
お申し込みは

最寄りのセンターまで

〒６５０-００１１　神戸市中央区下山手通４-１６-３
TEL（０７８）８９１-７４１５　FAX（０７８）８９１-７４１８サポートセンター本部

神戸出会いサポートセンター（縁結びサロン）

ています。

I N F O R M A T I O N・ 伝言板

助成金情報

1月

締切り　平成24年12月12日（水）消印有効
●問公益財団法人日本社会福祉弘済会助成事
業申請係TEL03-3846-2172

URL　http://www.nisshasai.jp/

近畿ろうきんNPOアワード
近畿労働金庫の事業と連携したしくみとして、
｢子育て支援活動｣を進めるNPO法人やボラ
ンティア団体に助成します。
対象　NPO法人、ボランティア団体などの非
営利市民活動団体(任意団体を含む)、近畿
2府4県に主たる事業所を置いている団体

助成金額　大賞50万円（1団体）、優秀賞30
万円（2団体）、奨励賞20万円（7団体）

締切り　平成25年1月31日（木）必着
●申●問近畿労働金庫地域共生推進部
　TEL06-6449-0842
URL　http://www.rokin.or.jp/ 

第22回コープこうべ虹の賞
市民活動の推進に大きく貢献した個人や団体、
また今後の活動の発展が期待される個人や団
体をご推薦ください。自薦・他薦を問いません。
表彰　功労賞と奨励賞合わせて15件
副賞　功労賞、奨励賞ともに個人5万円、団体
10万円

対象　コープこうべの事業区域内で活動する、
または活動拠点を置く個人・団体

締切り　平成25年1月31日（木）
発表　平成25年4月（予定）
●問生活協同組合コープこうべ生活文化・福祉部
TEL078-412-2081

URL　http://www.kobe.coop.or.jp

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細に
ついては、それぞれの問合せ先にご確認ください。
ヤマト福祉財団
平成25年度障がい者福祉助成事業
障害者の自立と社会参加を支援する活動の一
環として助成します。
①障がい者給料増額支援助成金
A.レベルアップ助成金、B.ステップアップ
助成金、C.スタートアップ助成金

対象　障害者の給料増減に効果的な事業、
設備

助成額　上限100万円(最大50件)
②障がい者福祉助成金
対象　会議、講演会、研修、出版、啓発、調査、研
究、スポーツ、文化事業・活動に対する助成

助成額　上限100万円（総額1,000万円以内）
締切り　①②ともに平成24年12月31日（月）
必着
●申●問公益財団法人ヤマト福祉財団
TEL03-3248-0691

URL　http://www.yamato-fukushi.jp

公益財団法人コープ
ともしびボランティア振興財団
2013年度ボランティア活動助成
兵庫県内のボランティアグループや個人の活
動に助成しています。また、2004年度からは、
コープこうべから寄付された買物袋代金の一
部を活用し、県内の環境ボランティア活動へ
の支援・助成も行っています。
対象　活動の本拠地および活動地域が兵庫
県内であり、地域社会に貢献する非営利の
ボランティア活動をする個人・グループ、
2013年5月開催の市民活動交流会に参加
できることなどの条件を満たしていること

助成金額　1件当たり個人5万円、グループ
30万円

締切り　平成25年1月25日（金）
●申●問公益財団法人コープともしびボランティ
ア振興財団　TEL078-412-3930

URL　http://www.tomoshibi-found.or.jp/ 

日本社会福祉弘済会
平成25年度 社会福祉助成事業
社会福祉関係者の資質向上など目指した「研
修」や「調査・実践研究」事業に対し助成します。
助成対象　社会福祉事業や福祉施設の運営、
福祉活動などを目的とする社会福祉法人、
福祉施設、福祉団体、グループ

助成分野　研修事業（①集合研修、②派遣研
修）、研究事業（③実践研究、④調査研究）

助成金額　助成対象経費合計の80％以内か
つ50万円以内

10日

11日

13日

15日

18日

20日

16・23日

8日

10・11日

12日

13日

18日

22日～

24・25日

25・26日

28・29日

29日

30・31日

募　集募　集

福祉サービス利用援助事業 生活支
援員研修会◆県福祉センター
兵庫県経営協　施設経営トップセ
ミナー◆ＡＮＡクラウンプラザホテ
ル神戸
県内社協事務局長会議◆県農業
共済会館
栄養士・調理師研修◆県中央労働
センター
民間社会福祉事業職員互助会運
営委員会◆県福祉センター
近畿地域福祉学会◆同志社大学
（京都府）
県社協 第228回理事会・第175回
評議員会◆県福祉センター
社会福祉研修委員会◆社会福祉研
修所
職場内研修担当者研修（Ａコース）
◆社会福祉研修所
主任介護支援専門員研修◆県のじ
ぎく会館ほか
社会福祉援助基礎研修（Ｂコース）
◆社会福祉研修所
第6回全国校区・小地域福祉活動
サミット iｎ KOBE・ひょうご◆神
戸国際展示場ほか
新年福祉のつどい◆ANAクラウン
プラザホテル神戸
地域の福祉力セミナー◆神戸国際
会議場
経営協 理事会・例会◆ANAクラウ
ンプラザホテル神戸
介護支援専門員実務研修◆舞子ビ
ラほか
接遇・日常マナーリーダー研修
◆県福祉センター
ボランティアコーディネーター研修
（災害ボランティアコーディネータ
ー養成研修）◆神戸市内
県民児連会長等研修◆ポートピア
ホテル
人事・労務管理研修◆社会福祉研
修所
相談面接技術研修・初級（Ａコー
ス）◆社会福祉研修所

経 営 理 念

１２月３～９日は
『障害者週間』

だよ！

神戸市

行事予定
12月 4日

5日

6日

7日

地域福祉推進部会
◆県福祉センター
市町社協活動推進協議会幹事会
◆県福祉センター
児童福祉施設・保育所中堅職員研
修◆県福祉センター
ホームヘルプ事業者協議会サービス
提供責任者研修◆県福祉センター
権利擁護部会◆県福祉センター
福祉事業推進部会◆県福祉センター
民間社会福祉事業職員退職共済
運営委員会◆県福祉センター

1 2 3
〒650-0038
神戸市中央区西町35三井神戸ビル3Ｆ
Tel : 078-321-5005
Fax : 078-321-5019

私たちはお客様と心の
お付き合いをし、こだ
わりに応えるサービスと
商品を提供します。

私たちは地域の一員とし
て、内外で人々の交流
の場を創出し、地域社会
の発展に寄与します。

私たちは一人一人が資
質の向上に努め、お互
いが信頼できる風通しの
良い会社を築きます。

この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉

兵庫県社会福祉協議会平成24年12月1日発行（毎月1回1日発行 定価150円）　昭和27年4月7日 第3種郵便物承認　発行人：武田政義　発行所：社会福祉法人 兵庫県社会福祉協議会
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特集……P2

「ストップ・ザ・無縁社会」
絆つなげる 明日へつながる⑥

身近な地域における
相談と生活支援を考える　
「ストップ・ザ・無縁社会」 広がれ！全県キャンペーン……P6

みんなでつくるひょうごの福祉……P7

勇気を出して、歩き出すことが大切！
～東日本大震災の避難者による「おひさまカフェ」の取り組み～
あなたのまちの社協ナビ……Ｐ8

尼崎市社協
住民・行政・社協　みんなで話せば知恵がわく
顔の見える見守りから地域の安心へ
地域を駆ける！ワーカー物語……P9

住民とともに、支援が必要な人を“ほっとかない”地域づくりへ
香美町社会福祉協議会　今井 裕子さん
県社協ニュース……P10

みんなの広場……P11

私たちは「人と人との出会い」と
そこから生まれる「コミュニケーション」を大切にし、
心豊かな社会の発展に貢献します。

神戸市中央区海岸通8番 神港ビルヂング5Ｆ
ＴＥＬ078-331-5255 ＦＡＸ078-331-7800
http://www.idee-kobe.co.jp
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特
別
部
会
」で
は
、本
年
７
月
に「
生
活
支

援
戦
略
」の
中
間
ま
と
め
を
発
表
し
、こ

れ
に
基
づ
く
議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
る

（
平
成
２４
年
１１
月
現
在
）。

　
生
活
支
援
戦
略
で
は「
生
活
困
窮
者
支

援
体
系
の
確
立
」と「
生
活
保
護
制
度
の

　
社
会
環
境
の
変
化
や
長
引
く
経
済
不

況
か
ら
生
活
困
窮
者
の
問
題
は
大
き
く

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。生
活
保
護

受
給
者
は
平
成
２３
年
７
月
に
過
去
最
高

を
更
新
し
て
な
お
毎
月
増
加
を
続
け
て
お

り
、特
に
健
康
状
態
や
年
齢
な
ど
か
ら
、

稼
働
可
能
に
も
か
か
わ
ら
ず
安
定
し
た

仕
事
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
層
の
受
給

者
が
増
加
し
て
い
る
。一
方
で
、生
活
保

護
は
受
給
し
て
い
な
い
も
の
の
、年
収
が

低
く
、ま
た
は
非
正
規
雇
用
な
ど
の
不
安

定
な
就
労
の
た
め
に
、生
活
保
護
に
至
る

者
も
増
え
る
な
ど
、経
済
的
困
窮
者
の
増

加
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、「
無
縁
社
会
」が
叫
ば
れ
る
よ

う
に
、複
合
的
な
課
題
を
抱
え
社
会
的
孤

立
の
状
態
に
あ
る
人
の
存
在
も
大
き
な

問
題
と
な
る
中
で
、経
済
的
困
窮
と
孤
立

か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
重
層
的
な
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
構
築
す
る
た
め
に
検
討

さ
れ
て
い
る
の
が「
生
活
支
援
戦
略
」で
あ

る（
図
１
参
照
）。

　
社
会
保
障
審
議
会
特
別
部
会「
生
活
困

窮
者
の
生
活
支
援
の
在
り
方
に
関
す
る

　社会保障の充実・安定化と、そのための財源確保と財政
健全化を目指した「社会保障と税の一体改革」が進められ
る中、経済的困窮者対策と生活保護制度の見直しについ
て総合的に取り組む「生活支援戦略」の検討が進められて
いる。
　今回の特集では、この戦略が掲げる「生活困窮者支援
体系の確立」に特に着目し、身近な地域における相談窓口
と生活支援のあり方について考える。

■図1 「生活支援戦略」の基本的な方針
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【期待される効果】
①社会参加と自立の促進
②「貧困の連鎖」の防止
③生活保護の給付の適正化
④自治体業務の軽減

○新たな生活困窮者
　支援体系の構築

生
活
困
窮
の
現
状
と

「
生
活
支
援
戦
略
」

生
活
困
窮
者
支
援
体
系
の

議
論
に
お
け
る
論
点

こ
れ
か
ら
の
生
活
困
窮
者

支
援
の
方
向
性

新
た
な
相
談
支
援
機
関
の

あ
り
方
と
は

見
直
し
」を
２
本
柱
と
し
て
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、前
者
に
つ
い
て
は
、次
に

挙
げ
る
５
つ
の
論
点
を
中
心
に
議
論
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、支
援
の
対
象
と
さ
れ
る「
生
活

困
窮
者
」に
つ
い
て
は
、同
戦
略
で
は
単
に

経
済
的
な
困
窮
者
だ
け
を
指
し
て
は
い

な
い
。さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
生
き
づ

ら
さ
を
抱
え
る
者
や
、社
会
や
家
族
か
ら

も
孤
立
し
社
会
的
孤
立
の
状
態
に
あ
る

者
に
加
え
て
、そ
れ
ら
の
課
題
を
複
合
し

て
抱
え
て
い
る
者
も
総
称
し
て
生
活
困

窮
者
と
し
て
い
る
。

論
点
１「
総
合
的
な
相
談
と『
包
括

的
』か
つ『
伴
走
型
』の
支
援
」で
は
、経

済
的
困
窮
や
社
会
的
孤
立
の
状
態
に
あ

る
生
活
困
窮
者
を
早
期
に
発
見
し
適
切

な
支
援
を
行
う
た
め
に
、総
合
的
な
相
談

窓
口
を
設
け
る
と
と
も
に
、行
政
機
関
だ

け
で
な
く
社
会
福
祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、民

間
企
業
等
も
含
め
た
民
間
機
関
と
も
連

携
し
た
支
援
体
制
を
構
築
し
、「
包
括
的
」

か
つ「
伴
走
型
」の
支
援
を
行
う
仕
組
み
づ

く
り
が
構
想
さ
れ
て
い
る
。

論
点
２「
就
労
支
援
の
強
化
」で
は
、直

ち
に一般
就
労
を
目
指
す
こ
と
が
困
難
な

人
に
対
し
て
、段
階
的
に
一
般
就
労
へ
と

結
び
つ
く
よ
う
支
援
を
行
う
と
し
て
、社

会
的
な
自
立
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
仕
組
み
を
組
み
込
ん
だ「
中
間
的
就

労
」の
機
会
を
提
供
し
、徐
々
に一般
就
労

へ
と
移
行
さ
せ
て
い
く
仕
組
み
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。

論
点
３「
家
計
再
建
に
向
け
た
支
援

の
強
化
」で
は
、就
労
の
確
保
の
一
方
で
、

失
業
等
に
よ
る
一
時
的
な
経
済
的
困
窮

状
態
か
ら
の
脱
却
の
た
め
に
必
要
な
金

銭
的
な
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
論
議
さ

れ
て
い
る
。具
体
的
に
は
社
会
福
祉
協
議

会
が
実
施
し
て
い
る
生
活
福
祉
資
金
貸

付
事
業
を
踏
ま
え
つ
つ
、一
般
金
融
機
関

か
ら
の
借
り
入
れ
が
困
難
な
者
に
対
し
、

家
計
相
談・指
導
を
よ
り
き
め
細
か
く
行

い
つ
つ
貸
付
を
行
う「
家
計
再
建
ロ
ー
ン
」

の
検
討
や
、こ
の
家
計
相
談・指
導
を
行

う
家
計
再
建
支
援
員
の
養
成
な
ど
に
関

す
る
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

論
点
４「
居
住
の
確
保
」に
つ
い
て
は
、平

成
２１
年
１０
月
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る「
住

宅
手
当
」制
度
を
念
頭
に
置
い
た
議
論
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。「
住
宅
手
当
」制
度
は
、

離
職
等
に
よ
り
住
居
の
確
保
が
困
難
と
な

っ
た
世
帯
に
対
し
、最
長
９
カ
月
分
の
家

賃
を
補
助
す
る
制
度
で
あ
る
が
、こ
れ
に

加
え
て
公
的
賃
貸
住
宅
の
一
時
的
提
供
な

【
第
1
の
ネ
ッ
ト
】【
第
2
の
ネ
ッ
ト
】【
第
3
の
ネ
ッ
ト
】 （厚生労働省資料を加工したもの）（厚生労働省資料を加工したもの）

就
労
や
子
ど
も
の
学
費
捻
出
に
悩
ん
で

い
る
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ

ら
れ
、複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
ケ
ー

ス
も
少
な
く
な
い
。セ
ン
タ
ー
の
１
階
に

は「
高
齢
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」「
障

が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」

「
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
所
」「
権
利
擁

護
支
援
セ
ン
タ
ー
」が
、２
階
に
は
子
育

て
セ
ン
タ
ー
、３
階
に
は
保
健
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
、多
様
な
相
談
に
対
応
す
る

体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、こ
れ
ら
の
機
関
の
連
絡
会
議

を
月
１
回
開
催
し
、相
互
の
業
務
内
容

の
把
握
や
ケ
ー
ス
検
討
、相
談
者
の
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、

専
門
職
同
士
の
連
携
強
化
と
よ
り
良
い

相
談
対
応
を
目
指
し
て
い
る
。

　
総
合
相
談
支
援
員
の
佐
藤
氏
は「
総

合
相
談
窓
口
の
存
在
に
よ
り
、初
期
相

談
の
受
け
皿
が

広
が
っ
て
い
る
。

他
機
関
の
業
務

理
解
や
連
携
も

日
常
的
な
や
り

と
り
の
中
で
深

ま
り
を
み
せ
て

い
る
」と
窓
口
設
置
の
手
応
え
を
語
る
。

専
門
職・地
域
住
民
の
協
働
で

進
め
る
総
合
的
な
基
盤
整
備

　
同
市
の
取
り
組
み
の
特
徴
は
、総
合

相
談
窓
口
の
設
置
を
含
め
、地
域
全
体

の
協
議
の
場
を
通
し
て
課
題
の
共
有
・

解
決
を
目
指
す「
地
域
発
信
型
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」の
構
築
を
進
め
て
い
る
点
だ
。

　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
平
成
１８
年
度
の

介
護
保
険
法
改
正
を
契
機
に
、高
齢
者

支
援
を
中
心
に
行
政・地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
間
で
協
議
が
進
め
ら
れ
、平
成

２２
年
度
よ
り
市
社
協
が
事
務
局
を
担
っ

て
い
る
。行
政
や
上
記
の
相
談
窓
口
に

加
え
、医
療
関
係
者
、福
祉
事
業
所
な
ど

の
専
門
職
と
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

福
祉
推
進
委
員
、老
人
ク
ラ
ブ
、自
治
会

等
の
活
動
者
を
含
む
地
域
住
民
が
参
画

し
、小
学
校
区
域・中
学
校
区
域・全
市

域
の
各
レ
ベ
ル
で
協
議
の
場
を
設
け
、地

域
が
抱
え
る
課
題
の
共
有・協
議
を
行
っ

て
い
る（
図
３
参
照
）。連
携
分
野
も
高

齢
者
か
ら
障
害
者
、子
ど
も
、権
利
擁
護

と
範
囲
を
広
げ
、幅
広
い
課
題
に
対
応

で
き
る
体
制
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

市
社
協
事
務
局
次
長
の
津
田
氏
は

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
位
置
付
け
た
こ
と
で
、

住
民
の
生
活
圏
域
か
ら
全
市
域
に
か
け

て
福
祉
課
題
が
把
握・共
有
さ
れ
、関
係

機
関
が
課
題
解
決
ま
で
責
任
を
も
っ
て

対
応
す
る
体
制
が
で
き
は
じ
め
て
い
る
」

と
語
る
。平
成
２４
年
度
に
は
、専
門
職

会
議
で
医
師
か
ら
提
起
さ
れ
た
児
童
虐

待
の
早
期
発
見
の
問
題
に
つ
い
て
研
修

会
を
開
催
す
る
な
ど
、多
分
野
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
取
り
組
み
も
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

今
後
、既
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

は
も
ち
ろ
ん
、セ
ン
タ
ー
外
を
含
む
他

機
関
と
の
連
携
強
化
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、総
合
的
な
地
域
の
基
盤
整
備
が

進
め
ら
れ
る
予
定
だ
。

　
芦
屋
市
で
は
、住
民
が
抱
え
る
複
雑

で
多
様
な
生
活
課
題
に
包
括
的
に
対
応

す
る
た
め
、平
成
２３
年
度
よ
り
総
合
相

談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
。ま
た
、「
芦

屋
市
地
域
発
信
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
構

築
を
掲
げ
、生
活
圏
域
か
ら
全
市
域
に

協
議
の
場
を
張
り
巡
ら
し
、地
域
全
体

で
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
基
盤
整
備

を
進
め
て
い
る
。

生
活
課
題
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

捉
え
る
総
合
相
談
窓
口

　
芦
屋
市
社
協
で
は
、平
成
２３
年
度
か

ら
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
総
合
相
談
窓

口
を
市
か
ら
受
託
し
、相
談
者
の
課
題

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
受
け
止
め
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。窓
口
に
は
社
会

福
祉
士
の
資
格
を
持
っ
た
総
合
相
談
員

が
配
置
さ
れ
、さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対

応
し
な
が
ら
、必
要
に
応
じ
て
各
専
門

機
関
に
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
窓
口
に
は「
介
護
保
険
を
利
用
す
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」「
失
業
し
、

多様な相談に対応する総合相談窓口

全
社
協
が「
社
協
・
生
活
支
援
活
動

強
化
方
針
」を
公
表

　
全
社
協
で
は
、生
活
支
援
戦
略
策
定
の

動
き
を
受
け
て「
社
協・生
活
支
援
活
動
強

化
方
針
」を
策
定
し
、１１
月
６
日
に
公
表
し

た
。深
刻
な
生
活
課
題
や
孤
立
な
ど
の
課

題
に
応
え
る
社
協
活
動
の
方
向
性
を
示
し

た
も
の
で
、そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
５
点

で
あ
る
。

　

社
協
は
従
来
よ
り
、「
一
人
ひ
と
り
の

自
立
生
活
の
実
現
な
く
し
て
、福
祉
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現
は
な
い
」と
し
て
、個
人

の
地
域
生
活
と
と
も
に
、地
域
の
福
祉
力

を
高
め
る
支
援
を
役
割
と
し
て
き
た
。こ

の
意
味
で
は
、今
回
の
方
針
は
従
来
か
ら

の
役
割
を
転
換
す
る
も
の
で
は
な
く
、む

し
ろ
一
層
の
強
化
を
内
外
に
表
明
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
特
に
、当
事
者・住
民
や
福
祉
関
係
者
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、行
政
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
な
が
ら
協
働
で
生
活
支
援
に

取
り
組
む
体
制
づ
く
り
の
発
揮
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。こ
の
た
め
に
は
、地
域
生

活
を
支
え
る
人
材
育
成
が
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
。こ
れ
は
市
町
社
協
だ
け
で
な
く
、

広
域
社
協
と
し
て
の
県
社
協
の
重
要
な

役
割
で
あ
る
。

ど
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

論
点
５「『
貧
困
の
連
鎖
』防
止
の
た

め
の
取
組
み
」に
つ
い
て
は
、学
校
だ
け

で
は
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
な
多
様
な
課

題
を
抱
え
る
生
活
保
護
受
給
世
帯
等
の

子
ど
も
に
対
し
、支
援
機
関
と
連
携
し
、

学
習
支
援
や
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。ま

た
、ひ
き
こ
も
り
や
中
退
者
、ニ
ー
ト
な
ど

の
孤
立
状
態
や
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

に
対
す
る
就
労
支
援
や
社
会
参
加
支
援

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
同
様
に
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
論
点
の
中
で
も
、特
に
注
目

を
集
め
て
い
る
の
が
、一
連
の
支
援
の
入

口
を
担
う
こ
と
と
な
る「
総
合
的
な
相
談

と「『
包
括
的
』か
つ『
伴
走
型
』の
支
援
」

の
あ
り
方
で
あ
る
。

　
生
活
困
窮
者
の
支
援
に
お
い
て
は
、生

活
困
窮
の
状
態
に
あ
る
者
が
抱
え
る
経

済
的
困
窮
や
社
会
的
孤
立
の
課
題
を
早

期
に
発
見
し
、必
要
な
支
援
へ
つ
な
ぐ
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。ま
た
こ
れ
ら
の

課
題
は
複
合
的
で
あ
る
場
合
が
多
く
、さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
支
援
事
業
や
機
関
が

連
携
し
た
支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
支
援
イ
メ
ー
ジ
が
図
２
で
あ

る
が
、生
活
困
窮
者
の
抱
え
る
複
合
的
な

課
題
を
総
合
的
に
受
け
止
め
、必
要
な
支

援
策
を
包
括
的
に
提
供
し
、生
活
困
窮
状

態
か
ら
脱
却
す
る
ま
で
の
間
を
継
続
的

に
支
援
す
る
仕
組
み
の
構
築
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

■図2 総合的な相談と「包括的」かつ「伴走型」の支援■図３ 芦屋市地域発信型ネットワーク

事 

例
芦
屋
市
の
総
合
的
な
相
談
体
制
に

向
け
た
取
り
組
み

　
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
生
活
困
窮

者
を
的
確
に
把
握
し
、必
要
と
す
る
支
援

へ
と
適
切
に
つ
な
い
で
い
く
仕
組
み
と
し

て
、総
合
的
な
相
談
窓
口
に
期
待
さ
れ
る

部
分
は
大
き
い
。県
内
の
取
り
組
み
の
一

つ
で
あ
る
次
ペ
ー
ジ
の
芦
屋
市
の
事
例
は

こ
の
よ
う
な
相
談
窓
口
の
豊
か
な
可
能

性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
た
だ
し
、芦
屋
市
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま

な
実
践
事
例
が
あ
る
一
方
で
、「
生
活
支

援
戦
略
」が
提
起
す
る
総
合
相
談
窓
口
の

よ
う
な「
包
括
的
」か
つ「
伴
走
型
」の
支
援

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、ま
だ
多
く

の
整
理
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。

　
新
た
な
相
談
支
援
機
関
は
ど
の
よ
う

な
機
能
を
持
ち
、ま
た
ど
う
い
っ
た
役
割

を
担
う
の
か
、そ
し
て
そ
れ
は
福
祉
事
務

所
な
ど
行
政
機
関
の
機
能・役
割
と
ど
う

整
理
さ
れ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
は
、

大
き
な
論
点
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
生
活
困
窮
者
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
、相
談
支
援
を
実
施
す
る
の
か
も
重
要

な
論
点
の
一
つ
で
あ
る
。気
軽
に
相
談
で

き
る
仕
組
み
と
す
る
だ
け
で
な
く
、支
援

機
関
が
自
ら
生
活
困
窮
者
や
そ
の
課
題
把

握
の
た
め
に
訪
問
す
る「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」

型
の
取
り
組
み
や
、課
題
把
握（
ア
セ
ス
メ

ン
ト
）か
ら
必
要
な
支
援
の
実
施
計
画（
サ

ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
）の
策
定
、こ
れ
に
基
づ
く

支
援
の
実
施
な
ど
、ど
の
よ
う
な
流
れ
で

困
窮
状
態
か
ら
脱
却
す
る
ま
で
の
支
援
を

行
っ
て
い
く
か
、そ
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

求
め
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
は
相
談
機
関
の
設
置
方
法
や

対
応
範
囲
を
ど
う
考
え
る
の
か
と
い
っ
た

こ
と
や
、実
施
主
体
や
連
携
先
の
想
定
、

配
置
さ
れ
る
職
員
な
ど
、整
理
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
論
点
は
他
に
も
あ
る
。

　
こ
れ
ら
総
合
的
な
相
談
窓
口
に
関
す
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、生
活
支
援
戦
略
全
体

に
お
い
て
、整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

多
く
の
課
題
が
ま
た
残
さ
れ
て
い
る
。こ

れ
ら
多
く
の
論
点
は
、今
年
度
中
に
も
議

論
に
区
切
り
を
つ
け
、今
後
２
年
間
に
わ

た
り
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
試
行
的
に
実
施

さ
れ
る
中
で
整
理
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、整
理
が
進
む
の
を
待
つ
だ
け

で
は
な
く
、生
活
困
窮
者
支
援
に
向
け
て

何
が
で
き
る
の
か
、そ
れ
は
自
ら
取
り
組

む
べ
き
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
、す

べ
て
の
福
祉
関
係
者
が
強
く
認
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

【
強
化
方
針
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
あ
ら
ゆ
る
生
活
課
題
へ
の
対
応

　
生
活
の
し
づ
ら
さ
を
抱
え
る
住
民

か
ら
の
相
談
を
断
ら
ず
、受
け
と
め

る
。制
度
の
枠
内
で
の
対
応
に
と
ど

ま
ら
ず
、解
決
の
た
め
の
支
援
や
仕

組
み
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

②
相
談・支
援
体
制
の
強
化

　
従
来
か
ら
の
各
種
相
談
事
業
を
生

か
し
て
、総
合
相
談・生
活
支
援
を
強

化
す
る
。

③
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
徹
底

　

福
祉
専
門
職
が
地
域
に
足
を
運

ぶ
こ
と
に
加
え
、早
期
発
見・対
応
が

で
き
る
地
域
づ
く
り
の
支
援
を
強
化

す
る
。

④
地
域
の
つ
な
が
り
の
再
構
築

　
小
地
域
エ
リ
ア
で
の
住
民
助
け
合

い
に
よ
る
問
題
解
決
を
支
え
る
と
と

も
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、事

業
者
や
関
係
団
体
と
の
協
働
の
取
り

組
み
を
広
げ
る
。

⑤
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　
総
合
相
談・生
活
支
援
の
体
制
づ
く

り
に
つ
い
て
行
政
に
働
き
か
け
る
。具

体
的
に
は
、地
域
福
祉
計
画
へ
の
反
映

を
通
し
た
地
域
福
祉
施
策
の
充
実
を

働
き
か
け
る
。

「ストップ・ザ・無縁社会」
絆つなげる 明日へつながる⑥
身近な地域における
相談と生活支援を考える

○求職者支援制度
　（H23.10～）

○生活保護制度
→国民の信頼に応えた制度の確立

○社会保険制度
○労働保険制度

生
活
支
援
戦
略

生
活
困
窮
者（
経
済
的
困
窮・社
会
的
孤
立
）

生
活
困
窮
状
態
か
ら
の
脱
却

「官民協働」の支援態勢

「包括的」かつ「伴走型」の支援

各分野の支援事業・支援機関

総
合
的
な
相
談
窓
口

○総合的なア
　セスメント

○緊急的
　な支援

等

○再アセスメントに
　よる評価
○プランの見直し

○就労支援

○居住の確保

○家計再建支援

○教育相談・学習支援

○自立生活のためのプラン
　の作成
○各機関の連携による「チー
　ム支援」の実施

早期把握

フォローアップ

芦屋市地域福祉推進協議会

小地域ブロック連絡会（地域住民・各種福祉諸活動関係者レベル）

市民 インフォーマル支援者・団体等

芦屋市保健福祉部 関係付属機関
（高齢者支援、障がい者支援、こども支援） 権利擁護支援

地域ケアシステム検討委員会
（全市域各種専門機関実務レベル）

全
市
域

生
活
圏
域

ミニ地域ケア会議（中学校区レベル）
ネットワーク部会
（地域活動者代表）

ケアマネジメント部会
（各種専門機関代表）
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特
別
部
会
」で
は
、本
年
７
月
に「
生
活
支

援
戦
略
」の
中
間
ま
と
め
を
発
表
し
、こ

れ
に
基
づ
く
議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
る

（
平
成
２４
年
１１
月
現
在
）。

　
生
活
支
援
戦
略
で
は「
生
活
困
窮
者
支

援
体
系
の
確
立
」と「
生
活
保
護
制
度
の

　
社
会
環
境
の
変
化
や
長
引
く
経
済
不

況
か
ら
生
活
困
窮
者
の
問
題
は
大
き
く

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。生
活
保
護

受
給
者
は
平
成
２３
年
７
月
に
過
去
最
高

を
更
新
し
て
な
お
毎
月
増
加
を
続
け
て
お

り
、特
に
健
康
状
態
や
年
齢
な
ど
か
ら
、

稼
働
可
能
に
も
か
か
わ
ら
ず
安
定
し
た

仕
事
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
層
の
受
給

者
が
増
加
し
て
い
る
。一
方
で
、生
活
保

護
は
受
給
し
て
い
な
い
も
の
の
、年
収
が

低
く
、ま
た
は
非
正
規
雇
用
な
ど
の
不
安

定
な
就
労
の
た
め
に
、生
活
保
護
に
至
る

者
も
増
え
る
な
ど
、経
済
的
困
窮
者
の
増

加
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、「
無
縁
社
会
」が
叫
ば
れ
る
よ

う
に
、複
合
的
な
課
題
を
抱
え
社
会
的
孤

立
の
状
態
に
あ
る
人
の
存
在
も
大
き
な

問
題
と
な
る
中
で
、経
済
的
困
窮
と
孤
立

か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
重
層
的
な
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
構
築
す
る
た
め
に
検
討

さ
れ
て
い
る
の
が「
生
活
支
援
戦
略
」で
あ

る（
図
１
参
照
）。

　
社
会
保
障
審
議
会
特
別
部
会「
生
活
困

窮
者
の
生
活
支
援
の
在
り
方
に
関
す
る

　社会保障の充実・安定化と、そのための財源確保と財政
健全化を目指した「社会保障と税の一体改革」が進められ
る中、経済的困窮者対策と生活保護制度の見直しについ
て総合的に取り組む「生活支援戦略」の検討が進められて
いる。
　今回の特集では、この戦略が掲げる「生活困窮者支援
体系の確立」に特に着目し、身近な地域における相談窓口
と生活支援のあり方について考える。

■図1 「生活支援戦略」の基本的な方針
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【期待される効果】
①社会参加と自立の促進
②「貧困の連鎖」の防止
③生活保護の給付の適正化
④自治体業務の軽減

○新たな生活困窮者
　支援体系の構築

生
活
困
窮
の
現
状
と

「
生
活
支
援
戦
略
」

生
活
困
窮
者
支
援
体
系
の

議
論
に
お
け
る
論
点

こ
れ
か
ら
の
生
活
困
窮
者

支
援
の
方
向
性

新
た
な
相
談
支
援
機
関
の

あ
り
方
と
は

見
直
し
」を
２
本
柱
と
し
て
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、前
者
に
つ
い
て
は
、次
に

挙
げ
る
５
つ
の
論
点
を
中
心
に
議
論
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、支
援
の
対
象
と
さ
れ
る「
生
活

困
窮
者
」に
つ
い
て
は
、同
戦
略
で
は
単
に

経
済
的
な
困
窮
者
だ
け
を
指
し
て
は
い

な
い
。さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
生
き
づ

ら
さ
を
抱
え
る
者
や
、社
会
や
家
族
か
ら

も
孤
立
し
社
会
的
孤
立
の
状
態
に
あ
る

者
に
加
え
て
、そ
れ
ら
の
課
題
を
複
合
し

て
抱
え
て
い
る
者
も
総
称
し
て
生
活
困

窮
者
と
し
て
い
る
。

論
点
１「
総
合
的
な
相
談
と『
包
括

的
』か
つ『
伴
走
型
』の
支
援
」で
は
、経

済
的
困
窮
や
社
会
的
孤
立
の
状
態
に
あ

る
生
活
困
窮
者
を
早
期
に
発
見
し
適
切

な
支
援
を
行
う
た
め
に
、総
合
的
な
相
談

窓
口
を
設
け
る
と
と
も
に
、行
政
機
関
だ

け
で
な
く
社
会
福
祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、民

間
企
業
等
も
含
め
た
民
間
機
関
と
も
連

携
し
た
支
援
体
制
を
構
築
し
、「
包
括
的
」

か
つ「
伴
走
型
」の
支
援
を
行
う
仕
組
み
づ

く
り
が
構
想
さ
れ
て
い
る
。

論
点
２「
就
労
支
援
の
強
化
」で
は
、直

ち
に一般
就
労
を
目
指
す
こ
と
が
困
難
な

人
に
対
し
て
、段
階
的
に
一
般
就
労
へ
と

結
び
つ
く
よ
う
支
援
を
行
う
と
し
て
、社

会
的
な
自
立
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
仕
組
み
を
組
み
込
ん
だ「
中
間
的
就

労
」の
機
会
を
提
供
し
、徐
々
に一般
就
労

へ
と
移
行
さ
せ
て
い
く
仕
組
み
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。

論
点
３「
家
計
再
建
に
向
け
た
支
援

の
強
化
」で
は
、就
労
の
確
保
の
一
方
で
、

失
業
等
に
よ
る
一
時
的
な
経
済
的
困
窮

状
態
か
ら
の
脱
却
の
た
め
に
必
要
な
金

銭
的
な
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
論
議
さ

れ
て
い
る
。具
体
的
に
は
社
会
福
祉
協
議

会
が
実
施
し
て
い
る
生
活
福
祉
資
金
貸

付
事
業
を
踏
ま
え
つ
つ
、一
般
金
融
機
関

か
ら
の
借
り
入
れ
が
困
難
な
者
に
対
し
、

家
計
相
談・指
導
を
よ
り
き
め
細
か
く
行

い
つ
つ
貸
付
を
行
う「
家
計
再
建
ロ
ー
ン
」

の
検
討
や
、こ
の
家
計
相
談・指
導
を
行

う
家
計
再
建
支
援
員
の
養
成
な
ど
に
関

す
る
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

論
点
４「
居
住
の
確
保
」に
つ
い
て
は
、平

成
２１
年
１０
月
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る「
住

宅
手
当
」制
度
を
念
頭
に
置
い
た
議
論
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。「
住
宅
手
当
」制
度
は
、

離
職
等
に
よ
り
住
居
の
確
保
が
困
難
と
な

っ
た
世
帯
に
対
し
、最
長
９
カ
月
分
の
家

賃
を
補
助
す
る
制
度
で
あ
る
が
、こ
れ
に

加
え
て
公
的
賃
貸
住
宅
の
一
時
的
提
供
な

【
第
1
の
ネ
ッ
ト
】【
第
2
の
ネ
ッ
ト
】【
第
3
の
ネ
ッ
ト
】 （厚生労働省資料を加工したもの）（厚生労働省資料を加工したもの）

就
労
や
子
ど
も
の
学
費
捻
出
に
悩
ん
で

い
る
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ

ら
れ
、複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
ケ
ー

ス
も
少
な
く
な
い
。セ
ン
タ
ー
の
１
階
に

は「
高
齢
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」「
障

が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」

「
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
所
」「
権
利
擁

護
支
援
セ
ン
タ
ー
」が
、２
階
に
は
子
育

て
セ
ン
タ
ー
、３
階
に
は
保
健
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
、多
様
な
相
談
に
対
応
す
る

体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、こ
れ
ら
の
機
関
の
連
絡
会
議

を
月
１
回
開
催
し
、相
互
の
業
務
内
容

の
把
握
や
ケ
ー
ス
検
討
、相
談
者
の
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、

専
門
職
同
士
の
連
携
強
化
と
よ
り
良
い

相
談
対
応
を
目
指
し
て
い
る
。

　
総
合
相
談
支
援
員
の
佐
藤
氏
は「
総

合
相
談
窓
口
の
存
在
に
よ
り
、初
期
相

談
の
受
け
皿
が

広
が
っ
て
い
る
。

他
機
関
の
業
務

理
解
や
連
携
も

日
常
的
な
や
り

と
り
の
中
で
深

ま
り
を
み
せ
て

い
る
」と
窓
口
設
置
の
手
応
え
を
語
る
。

専
門
職・地
域
住
民
の
協
働
で

進
め
る
総
合
的
な
基
盤
整
備

　
同
市
の
取
り
組
み
の
特
徴
は
、総
合

相
談
窓
口
の
設
置
を
含
め
、地
域
全
体

の
協
議
の
場
を
通
し
て
課
題
の
共
有
・

解
決
を
目
指
す「
地
域
発
信
型
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」の
構
築
を
進
め
て
い
る
点
だ
。

　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
平
成
１８
年
度
の

介
護
保
険
法
改
正
を
契
機
に
、高
齢
者

支
援
を
中
心
に
行
政・地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
間
で
協
議
が
進
め
ら
れ
、平
成

２２
年
度
よ
り
市
社
協
が
事
務
局
を
担
っ

て
い
る
。行
政
や
上
記
の
相
談
窓
口
に

加
え
、医
療
関
係
者
、福
祉
事
業
所
な
ど

の
専
門
職
と
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

福
祉
推
進
委
員
、老
人
ク
ラ
ブ
、自
治
会

等
の
活
動
者
を
含
む
地
域
住
民
が
参
画

し
、小
学
校
区
域・中
学
校
区
域・全
市

域
の
各
レ
ベ
ル
で
協
議
の
場
を
設
け
、地

域
が
抱
え
る
課
題
の
共
有・協
議
を
行
っ

て
い
る（
図
３
参
照
）。連
携
分
野
も
高

齢
者
か
ら
障
害
者
、子
ど
も
、権
利
擁
護

と
範
囲
を
広
げ
、幅
広
い
課
題
に
対
応

で
き
る
体
制
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

市
社
協
事
務
局
次
長
の
津
田
氏
は

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
位
置
付
け
た
こ
と
で
、

住
民
の
生
活
圏
域
か
ら
全
市
域
に
か
け

て
福
祉
課
題
が
把
握・共
有
さ
れ
、関
係

機
関
が
課
題
解
決
ま
で
責
任
を
も
っ
て

対
応
す
る
体
制
が
で
き
は
じ
め
て
い
る
」

と
語
る
。平
成
２４
年
度
に
は
、専
門
職

会
議
で
医
師
か
ら
提
起
さ
れ
た
児
童
虐

待
の
早
期
発
見
の
問
題
に
つ
い
て
研
修

会
を
開
催
す
る
な
ど
、多
分
野
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
取
り
組
み
も
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

今
後
、既
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

は
も
ち
ろ
ん
、セ
ン
タ
ー
外
を
含
む
他

機
関
と
の
連
携
強
化
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、総
合
的
な
地
域
の
基
盤
整
備
が

進
め
ら
れ
る
予
定
だ
。

　
芦
屋
市
で
は
、住
民
が
抱
え
る
複
雑

で
多
様
な
生
活
課
題
に
包
括
的
に
対
応

す
る
た
め
、平
成
２３
年
度
よ
り
総
合
相

談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
。ま
た
、「
芦

屋
市
地
域
発
信
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
構

築
を
掲
げ
、生
活
圏
域
か
ら
全
市
域
に

協
議
の
場
を
張
り
巡
ら
し
、地
域
全
体

で
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
基
盤
整
備

を
進
め
て
い
る
。

生
活
課
題
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

捉
え
る
総
合
相
談
窓
口

　
芦
屋
市
社
協
で
は
、平
成
２３
年
度
か

ら
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
総
合
相
談
窓

口
を
市
か
ら
受
託
し
、相
談
者
の
課
題

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
受
け
止
め
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。窓
口
に
は
社
会

福
祉
士
の
資
格
を
持
っ
た
総
合
相
談
員

が
配
置
さ
れ
、さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対

応
し
な
が
ら
、必
要
に
応
じ
て
各
専
門

機
関
に
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
窓
口
に
は「
介
護
保
険
を
利
用
す
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」「
失
業
し
、

多様な相談に対応する総合相談窓口

全
社
協
が「
社
協
・
生
活
支
援
活
動

強
化
方
針
」を
公
表

　
全
社
協
で
は
、生
活
支
援
戦
略
策
定
の

動
き
を
受
け
て「
社
協・生
活
支
援
活
動
強

化
方
針
」を
策
定
し
、１１
月
６
日
に
公
表
し

た
。深
刻
な
生
活
課
題
や
孤
立
な
ど
の
課

題
に
応
え
る
社
協
活
動
の
方
向
性
を
示
し

た
も
の
で
、そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
５
点

で
あ
る
。

　

社
協
は
従
来
よ
り
、「
一
人
ひ
と
り
の

自
立
生
活
の
実
現
な
く
し
て
、福
祉
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現
は
な
い
」と
し
て
、個
人

の
地
域
生
活
と
と
も
に
、地
域
の
福
祉
力

を
高
め
る
支
援
を
役
割
と
し
て
き
た
。こ

の
意
味
で
は
、今
回
の
方
針
は
従
来
か
ら

の
役
割
を
転
換
す
る
も
の
で
は
な
く
、む

し
ろ
一
層
の
強
化
を
内
外
に
表
明
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
特
に
、当
事
者・住
民
や
福
祉
関
係
者
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、行
政
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
な
が
ら
協
働
で
生
活
支
援
に

取
り
組
む
体
制
づ
く
り
の
発
揮
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。こ
の
た
め
に
は
、地
域
生

活
を
支
え
る
人
材
育
成
が
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
。こ
れ
は
市
町
社
協
だ
け
で
な
く
、

広
域
社
協
と
し
て
の
県
社
協
の
重
要
な

役
割
で
あ
る
。

ど
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

論
点
５「『
貧
困
の
連
鎖
』防
止
の
た

め
の
取
組
み
」に
つ
い
て
は
、学
校
だ
け

で
は
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
な
多
様
な
課

題
を
抱
え
る
生
活
保
護
受
給
世
帯
等
の

子
ど
も
に
対
し
、支
援
機
関
と
連
携
し
、

学
習
支
援
や
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。ま

た
、ひ
き
こ
も
り
や
中
退
者
、ニ
ー
ト
な
ど

の
孤
立
状
態
や
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

に
対
す
る
就
労
支
援
や
社
会
参
加
支
援

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
同
様
に
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
論
点
の
中
で
も
、特
に
注
目

を
集
め
て
い
る
の
が
、一
連
の
支
援
の
入

口
を
担
う
こ
と
と
な
る「
総
合
的
な
相
談

と「『
包
括
的
』か
つ『
伴
走
型
』の
支
援
」

の
あ
り
方
で
あ
る
。

　
生
活
困
窮
者
の
支
援
に
お
い
て
は
、生

活
困
窮
の
状
態
に
あ
る
者
が
抱
え
る
経

済
的
困
窮
や
社
会
的
孤
立
の
課
題
を
早

期
に
発
見
し
、必
要
な
支
援
へ
つ
な
ぐ
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。ま
た
こ
れ
ら
の

課
題
は
複
合
的
で
あ
る
場
合
が
多
く
、さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
支
援
事
業
や
機
関
が

連
携
し
た
支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
支
援
イ
メ
ー
ジ
が
図
２
で
あ

る
が
、生
活
困
窮
者
の
抱
え
る
複
合
的
な

課
題
を
総
合
的
に
受
け
止
め
、必
要
な
支

援
策
を
包
括
的
に
提
供
し
、生
活
困
窮
状

態
か
ら
脱
却
す
る
ま
で
の
間
を
継
続
的

に
支
援
す
る
仕
組
み
の
構
築
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

■図2 総合的な相談と「包括的」かつ「伴走型」の支援■図３ 芦屋市地域発信型ネットワーク

事 

例
芦
屋
市
の
総
合
的
な
相
談
体
制
に

向
け
た
取
り
組
み

　
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
生
活
困
窮

者
を
的
確
に
把
握
し
、必
要
と
す
る
支
援

へ
と
適
切
に
つ
な
い
で
い
く
仕
組
み
と
し

て
、総
合
的
な
相
談
窓
口
に
期
待
さ
れ
る

部
分
は
大
き
い
。県
内
の
取
り
組
み
の
一

つ
で
あ
る
次
ペ
ー
ジ
の
芦
屋
市
の
事
例
は

こ
の
よ
う
な
相
談
窓
口
の
豊
か
な
可
能

性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
た
だ
し
、芦
屋
市
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま

な
実
践
事
例
が
あ
る
一
方
で
、「
生
活
支

援
戦
略
」が
提
起
す
る
総
合
相
談
窓
口
の

よ
う
な「
包
括
的
」か
つ「
伴
走
型
」の
支
援

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、ま
だ
多
く

の
整
理
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。

　
新
た
な
相
談
支
援
機
関
は
ど
の
よ
う

な
機
能
を
持
ち
、ま
た
ど
う
い
っ
た
役
割

を
担
う
の
か
、そ
し
て
そ
れ
は
福
祉
事
務

所
な
ど
行
政
機
関
の
機
能・役
割
と
ど
う

整
理
さ
れ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
は
、

大
き
な
論
点
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
生
活
困
窮
者
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
、相
談
支
援
を
実
施
す
る
の
か
も
重
要

な
論
点
の
一
つ
で
あ
る
。気
軽
に
相
談
で

き
る
仕
組
み
と
す
る
だ
け
で
な
く
、支
援

機
関
が
自
ら
生
活
困
窮
者
や
そ
の
課
題
把

握
の
た
め
に
訪
問
す
る「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」

型
の
取
り
組
み
や
、課
題
把
握（
ア
セ
ス
メ

ン
ト
）か
ら
必
要
な
支
援
の
実
施
計
画（
サ

ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
）の
策
定
、こ
れ
に
基
づ
く

支
援
の
実
施
な
ど
、ど
の
よ
う
な
流
れ
で

困
窮
状
態
か
ら
脱
却
す
る
ま
で
の
支
援
を

行
っ
て
い
く
か
、そ
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

求
め
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
は
相
談
機
関
の
設
置
方
法
や

対
応
範
囲
を
ど
う
考
え
る
の
か
と
い
っ
た

こ
と
や
、実
施
主
体
や
連
携
先
の
想
定
、

配
置
さ
れ
る
職
員
な
ど
、整
理
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
論
点
は
他
に
も
あ
る
。

　
こ
れ
ら
総
合
的
な
相
談
窓
口
に
関
す
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、生
活
支
援
戦
略
全
体

に
お
い
て
、整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

多
く
の
課
題
が
ま
た
残
さ
れ
て
い
る
。こ

れ
ら
多
く
の
論
点
は
、今
年
度
中
に
も
議

論
に
区
切
り
を
つ
け
、今
後
２
年
間
に
わ

た
り
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
試
行
的
に
実
施

さ
れ
る
中
で
整
理
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、整
理
が
進
む
の
を
待
つ
だ
け

で
は
な
く
、生
活
困
窮
者
支
援
に
向
け
て

何
が
で
き
る
の
か
、そ
れ
は
自
ら
取
り
組

む
べ
き
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
、す

べ
て
の
福
祉
関
係
者
が
強
く
認
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

【
強
化
方
針
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
あ
ら
ゆ
る
生
活
課
題
へ
の
対
応

　
生
活
の
し
づ
ら
さ
を
抱
え
る
住
民

か
ら
の
相
談
を
断
ら
ず
、受
け
と
め

る
。制
度
の
枠
内
で
の
対
応
に
と
ど

ま
ら
ず
、解
決
の
た
め
の
支
援
や
仕

組
み
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

②
相
談・支
援
体
制
の
強
化

　
従
来
か
ら
の
各
種
相
談
事
業
を
生

か
し
て
、総
合
相
談・生
活
支
援
を
強

化
す
る
。

③
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
徹
底

　

福
祉
専
門
職
が
地
域
に
足
を
運

ぶ
こ
と
に
加
え
、早
期
発
見・対
応
が

で
き
る
地
域
づ
く
り
の
支
援
を
強
化

す
る
。

④
地
域
の
つ
な
が
り
の
再
構
築

　
小
地
域
エ
リ
ア
で
の
住
民
助
け
合

い
に
よ
る
問
題
解
決
を
支
え
る
と
と

も
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、事

業
者
や
関
係
団
体
と
の
協
働
の
取
り

組
み
を
広
げ
る
。

⑤
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　
総
合
相
談・生
活
支
援
の
体
制
づ
く

り
に
つ
い
て
行
政
に
働
き
か
け
る
。具

体
的
に
は
、地
域
福
祉
計
画
へ
の
反
映

を
通
し
た
地
域
福
祉
施
策
の
充
実
を

働
き
か
け
る
。

「ストップ・ザ・無縁社会」
絆つなげる 明日へつながる⑥
身近な地域における
相談と生活支援を考える

○求職者支援制度
　（H23.10～）

○生活保護制度
→国民の信頼に応えた制度の確立

○社会保険制度
○労働保険制度

生
活
支
援
戦
略

生
活
困
窮
者（
経
済
的
困
窮・社
会
的
孤
立
）

生
活
困
窮
状
態
か
ら
の
脱
却

「官民協働」の支援態勢

「包括的」かつ「伴走型」の支援

各分野の支援事業・支援機関

総
合
的
な
相
談
窓
口

○総合的なア
　セスメント

○緊急的
　な支援

等

○再アセスメントに
　よる評価
○プランの見直し

○就労支援

○居住の確保

○家計再建支援

○教育相談・学習支援

○自立生活のためのプラン
　の作成
○各機関の連携による「チー
　ム支援」の実施

早期把握

フォローアップ

芦屋市地域福祉推進協議会

小地域ブロック連絡会（地域住民・各種福祉諸活動関係者レベル）

市民 インフォーマル支援者・団体等

芦屋市保健福祉部 関係付属機関
（高齢者支援、障がい者支援、こども支援） 権利擁護支援

地域ケアシステム検討委員会
（全市域各種専門機関実務レベル）

全
市
域

生
活
圏
域

ミニ地域ケア会議（中学校区レベル）
ネットワーク部会
（地域活動者代表）

ケアマネジメント部会
（各種専門機関代表）
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地域で支え合い、地域を元気にする
取り組みを紹介します。

に
団
体
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
人
に
頼
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、個
人

の
特
技・特
性
を
生
か
し
て
何
か
新
し
い

も
の
に
取
り
組
み
た
い
。や
り
た
い
と
思

う
こ
と
、や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
る
こ
と
を
心
の
中
で
温
め
る
の
で
は
な

く
、勇
気
を
持
っ
て
新
た
な
第
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
が
大
切
だ
」と
あ
る
参
加
者

は
語
る
。

　
今
後
は
、グ
ル
ー
プ
と
し
て
他
の
避
難

者
支
援
団
体
が
集
ま
る
会
議
な
ど
に
も
参

加
し
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
く
予
定

　
「
お
ひ
さ
ま
カ
フ
ェ
」は
、避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
が
、避
難
者
同
士
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
通
じ
て
明
日
を
生

き
る
力
を
高
め
、愛
す
る
故
郷
の
た
め

に
で
き
る
活
動
を
行
い
な
が
ら
相
互
支

援
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
だ
。母
子
で
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々

を
中
心
と
し
た
お
茶
会
を
開
い
た
り
、

避
難
生
活
の
状
況
や
こ
れ
か
ら
の
生
き

方
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。

　
代
表
の
木
幡
智
恵
子
さ
ん
も
、福
島
県

南
相
馬
市
か
ら
三
木
市
へ
の
避
難
者
だ
。

近
畿
圏
域
で
開
か
れ
た
避
難
者
の
集
ま

り
に
参
加
し
た
こ
と
を
契
機
に
、兵
庫
県

内
や
三
木
市
内
で
も
同
様
の
集
ま
り
が

な
い
か
と
い
ろ
い
ろ
な
場
所
へ
相
談
し
た

と
こ
ろ
、三
木
市
や「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活

動
プ
ラ
ザ
み
き
」（
市
社
協
）の
協
力
を
得

て
、今
年
の
3
月
11
日
に
東
播
磨・北
播

磨
地
区
内
に
住
む
東
日
本
大
震
災
の
避

難
者
の
第
一
回
目
の
交
流
会
を
開
い
た
。

そ
れ
か
ら
月
に
一
度
、交
流
会
を
催
し
て

情
報
交
換
を
行
っ
て
き
た
が
、9
月
15
日

だ
。他
に
も
、メ
ン
バ
ー
が
常
に
集
ま
れ
る

場
を
検
討
し
た
り
、避
難
者
同
士
の
交
流

に
と
ど
ま
ら
ず
、そ
れ
ぞ
れ
の
居
住
地
の

地
元
住
民
と
の
交
流
も
考
え
て
い
る
。

　
小
さ
な
力
を
つ
な
げ
て
大
き
な
つ
な
が

り
の
輪
を
作
っ
て
い
こ
う
と
す
る
、「
お
ひ

さ
ま
カ
フ
ェ
」の
今
後
の
展
開
に
注
目
し

た
い
。

避
難
者
同
士
の
集
ま
り
を

三
木
市
で
も

小
さ
な
力
を

大
き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

みんなでつくる
ひょうごの福祉

 昨年の3月11日に発生した東日本大震災。原発事故
などの影響で今もたくさんの人たちが長期にわたる避
難を続けていて、兵庫県内でも1,000人を超える人た
ちが避難生活をしているんだって。
　今月は、三木市に住む東日本大震災の被災者が中
心となって活動している避難者同士の交流会「おひさ
まカフェ」を紹介するよ。

「ストップ・ザ・無縁社
会」

広がれ！全県キャンペ
ーン

http://stop-mue
n.jp

全県キャンペーン広報グッズ　続々作成中！

「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンの
最新情報や、支え合いのメッセージをお伝えします。

「健康・医療」「子育て」「雇用」など、避難者の悩みは尽きない

　現在、全県キャンペーンのさらなる周知・広報に向けて、さまざまな啓発用のグッズを作成しています。第６１回
兵庫県社会福祉大会（１１月３０日開催）を始めとして、キャンペーン関連事業で展示・配布を行うほか、パネルなど
は推進団体への貸し出しも実施する予定にしております。ぜひご期待ください！

寄付について（お礼）
　このたび全県キャンペーンの趣旨に賛同された企
業・団体より、下記の寄付・寄贈をいただきました。あら
ためてお礼を申し上げます。寄付の申し出は、キャンペ
ーン事務局（☎078-242-4633）までご一報ください。

キャンペーンの推進団体が増えました！
　「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーン推進協議
会の推進団体として、このたび新たに下記の団体より
参画の申し出をいただきました。これにより、推進団体
は計１７７団体（１１月３０日現在）となりました。推進協議
会では、引き続き推進団体を募集しています。多くの
ご参加をお待ちしています！

※①・②は、兵庫県遊技業組合連合会青年部会よりいただいた寄付金を活用して作成するものです。

ＴＯＰＩＣＳ

勇気を出して、歩き出すことが大切！
～東日本大震災の避難者による「おひさまカフェ」の取り組み～

今回寄付をいただいた企業・団体（順不同）
株式会社兵庫福祉保険サービス
　…全県キャンペーン啓発用うちわ（５００枚）
兵庫医療生活協同組合…寄付金１万円
中山視覚障害者福祉財団…寄付金２０万円
こころ豊かな人づくり５００人委員西播磨ＯＢ会
　…寄付金９，９２０円
兵庫県遊技業組合連合会青年部会…寄付金５０万円
伊藤喜商事株式会社
　…パンフレットスタンド、パネルスタンド（10脚）

新たに参画いただいた団体（順不同）
日本郵政グループ労働組合兵庫連絡協議会（神戸市）、
兵庫医療生活協同組合（神戸市）、神戸医療生活協同
組合（神戸市）、近畿労働金庫兵庫地区統括本部（神
戸市）、株式会社神戸新聞会館（神戸市）、公益財団法
人中山視覚障害者福祉財団（神戸市）、尼崎医療生活
協同組合（尼崎市）

①県民へのＰＲを進めるためのノボ
　リと啓発用パネル（貸出予定）

③全県キャンペーンの概要を分かりやすくお伝えする
　パンフレット（Ａ４・Ａ３の２種類）

取材を終えて
　ふるさとから遠く離れ、人によっては家族とも離れ離れの避難者のみなさん。
一人で無理ならみんなで力を合わすことで困難を乗り越えようとしています。
そんなみなさんの相談者の一人でありたいと話す「ボランタリー活動プラザみ
き」のスタッフ。そして、毎回必ず「おひさまカフェ」に参加し、相談に乗るだけ
でなく、一緒に活動を考えている兵庫県弁護士会のみなさん。たくさんの応援
団に支えられて前へ進もうとする姿に嬉しくなりました。

避難者が寄り合う「おひさまカフェ」
連絡先：三木市社会福祉協議会「ボランタリー活動プラザみき」

（三木市末広1丁目6-46）☎0794-83-0090※日・祝日はお休みです。

こ
わ
た

②事務作業にも活用いただける
　クリアファイル
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市町社協の取り組んでいるさまざまな活動を紹介します。

住
民・行
政・社
協　
み
ん
な
で
話
せ
ば
知
恵
が
わ
く

顔
の
見
え
る
見
守
り
か
ら
地
域
の
安
心
へ

尼崎市社会福祉協議会☎０6-6489-3550 尼崎市社協 検索

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

を
進
め
る
と
い
う
も
の

だ
。具
体
的
に
は
希
望
す

る
高
齢
者
等
を
対
象
に
、

地
域
の
方
々
が「
見
守
り

協
力
員
・
推
進
員
」と
し

て
互
い
に
声
を
か
け
あ

い
、よ
り
安
心
で
き
る
地

域
を
作
る
た
め
、話
し
合

い
を
重
ね
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
市

の
地
域
福
祉
計
画
と
も
連
動
し
て
お
り
、

尼
崎
市
社
協
が
平
成
２４
年
３
月
に
策
定

し
た
第
３
期
地
域
福
祉
推
進
計
画
で
も
、

「
地
域
で
の
見
守
り
活
動
」を
重
点
に
置

き
、活
動
を
後
押
し
し
て
い
る
。見
守
り

地
区
は
、今
年
度
中
に
市
内
７４
連
協
の

３
分
の
１
に
あ
た
る
２４
連
協
へ
と
広
が

る
予
定
だ
。

　
子
ど
も
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
地

縁
団
体
の
会
員
が
減
る
中
で
、「
地
域
活

動
を
す
る
に
も
、人
が
少
な
く
て
で
き

　
尼
崎
市
社
協
で
は
、「
住
民
が
生
活

す
る
地
域
」を
ベ
ー
ス
に
、孤
立
し
が

ち
な
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
を
対

象
に「
尼
崎
市
高
齢
者
等
見
守
り
安
心

事
業
」を
展
開
中
だ
。

　
市
社
協
に
は
６
つ
の
支
部
社
協
と
地

域
活
動
を
実
施
す
る
74
の「
社
会
福
祉

連
絡
協
議
会（
連
協
）」が
あ
る
。さ
ら
に
、

地
域
の
自
治
会
や
町
内
会
が
、社
協
の

一部
で
あ
る「
単
位
福
祉
協
会
」と
し
て

活
動
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る一

方
で
、少
子
高
齢
化
や
都
市
化
の
流
れ

に
伴
い
、こ
れ
ま
で
の
地
域
コ
ミ
ュニ
テ

ィ
が
薄
れ
て
い
く
こ
と
に
危
機
感
を
感

じ
る
住
民
も
増
え
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、国
の「
安
心
生
活
創
造

事
業
」を
基
盤
と
し
て
、平
成
２２
年
度

よ
り「
高
齢
者
等
見
守
り
安
心
事
業
」

が
ス
タ
ー
ト
。こ
の
事
業
は
、住
民・行

政・社
協
が
と
も
に
地
域
で
の
見
守
り

活
動
の
仕
組
み
を
作
り
、災
害
時
の
要

援
護
者
支
援
や「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」

な
い
」と
い
う
の

が
共
通
課
題
だ
。

そ
ん
な
時
に
相
談

す
る
相
手
が
、社

協
各
支
部
に
１
人

ず
つ
配
置
さ
れ
た

地
域
福
祉
活
動
専

門
員
だ
。専
門
員

は
、地
域
の
行
事

や
見
守
り
活
動
の

話
し
合
い
の
場
に

顔
を
出
し
、住
民
と
と
も
に
汗
を
流
し
、

語
り
合
い
、地
域
の
こ
と
を
一
緒
に
考

え
る
。よ
り
地
域
の
時
間
に
合
う
よ
う

に
と
、今
年
度
か
ら
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム（
変
形
労
働
時
間
）も
導
入
し
た
。

　
課
題
が
あ
れ
ば
、住
民
や
専
門
員
が

呼
び
か
け
合
い
、み
ん
な
で
話
し
合
う
。

知
恵
を
絞
る
中
で
、「
じ
ゃ
あ
一
緒
に
や

ろ
う
」と
高
齢
者
、子
ど
も
ら
の
集
ま
る

場
が
提
案
さ
れ
、餅
つ
き
、お
祭
り
な
ど

の
多
世
代
交
流
の
場
な
ど
が
少
し
ず
つ

復
活
し
て
き
た
。「
こ
う
い
う
場
で
知
り

合
う
こ
と
が
お
互
い
を
気
に
か
け
合
う

こ
と
へ
つ
な
が
る
」と
の
声
も
上
が
る
。

広
が
る
住
民
の
見
守
り
活
動

社
協
と
市
が
サ
ポ
ー
ト

高
齢
者
と
子
ど
も
が

と
も
に
集
う
場
が
復
活

　尼崎市社会福祉協議会は今春、平成24～28年度の5年間を計画
期間とする地域福祉推進計画を策定しました。この計画のもと、かねて
から取り組んでいる地域でのコミュニティ活動を基盤として、地域住民
のきずなやつながりを生かしてさまざまな困りごとに対応する小地域
福祉活動の取り組みを進めています。とりわけ、尼崎市の補助を受けて
今年度から市内各地区に配置した6人の地域福祉活動専門員は、当計
画における大きなポイントです。これからの当協議
会の存在意義は、専門員の働きにかかっているとも
いえます。専門員を中心に一丸となって、地域の活
性化、小地域福祉活動を推進し、みんなで支え合
い、助け合う地域づくりを進めていきます。

あなたのまちの社協ナビあなたのまちの社協ナビ 尼 崎 市 社 協

尼崎市社会福祉協議会
理事長　公門 將彰

　
具
体
的
に
見
守
り
を
進
め
る
の
は
地

域
住
民
だ
が
、市
社
協
で
は
毎
週
専
門

員
会
議
を
開
催
し
、市
の
福
祉
課
も
交

え
な
が
ら
見
守
り
活
動
の
現
状
を
確
認
。

住
民
の
頼
れ
る
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
情

報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。小
地
域
で
の

話
し
合
い
が
今
後
も
数
多
く
生
ま
れ
、

住
民
に
よ
る
見
守
り
活
動
が
全
市
に
展

開
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
が
高
ま
る
。

地域のみんなで一緒に餅つき大会！

Personal History

　
地
域
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
、

地
域
活
動
者
と
丁
寧
に
つ
な
が
る
こ
と
の

大
切
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

民
生
委
員
の
定
例
会
で
活
動
の
中
で
の

困
り
ご
と
を
話
し
合
っ
た
時
に
、「
民
生
委

員
は
ど
こ
ま
で
支
援
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ

う
か
」と
話
さ
れ
た
方
が
い
ま
し
た
。

　
お
話
を
伺
う
と
、生
活
保
護
を
受
給
し

て
い
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
の
男
性
が
、

寝
た
ば
こ
を
し
て
い
る
の
か
布
団
や
畳
に

焦
げ
た
跡
が
あ
ち

こ
ち
に
あ
り
、近
所

の
方
も
火
事
を
心

配
し
て「
何
と
か
し

て
ほ
し
い
」と
言
わ

れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。生
活
保

護
ワ
ー
カ
ー
が
、施

設
で
の
生
活
を
伝

え
て
も
、本
人
は
自

宅
で
の
生
活
を
希
望
し
て
い
て
、そ
の
民

生
委
員
は
今
後
の
支
援
を
悩
ん
で
い
た

の
で
す
。こ
れ
を
聞
い
た
私
は
、「
こ
の
ま

ま
で
は
い
け
な
い
」と
思
い
、介
護
保
険
の

申
請
を
本
人
と一緒
に
考
え
る
と
と
も
に
、

ご
近
所
の
不
安
や
民
生
委
員
の
負
担
を

取
り
除
く
こ
と
を
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
に
提
案
し
、サ
ー
ビ
ス
の
利
用

に
至
り
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
や
地
域
住
民
だ
け
で
支
え

合
う
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。私
た
ち
福

祉
専
門
職
は
、こ
の
こ
と
を
常
に
忘
れ
て

は
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
事
業
担
当
へ
と

戻
り
、新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ

ー
ト
し
た
も
の
の
、日
々
戸
惑

い
や
ジ
レ
ン
マ
と
の
戦
い
で
苦

慮
し
て
い
ま
す
。地
域
住
民
や

当
事
者
の
思
い
を
聴
き
、こ
の

事
業
が
誰
の
た
め
に
必
要
な
の

か
を
考
え
、現
状
に
合
っ
た
も

の
に
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

住
民
に
必
要
と
さ
れ
る
社
協
で
あ
り
続

け
る
た
め
に
、自
分
が
そ
の
中
の一員
で
あ

る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
で
す
。

　
「
ほ
っ
と
か
な
い
地
域
づ
く
り
」の
大
き

な
理
想
に
向
か
っ
て
必
要
な
こ
と
は
、ま
ず

は
福
祉
専
門
職
が
気
に
な
る
住
民
や
地
域

の
ち
ょっ
と
し
た
こ
と
を「
ほ
っ
と
か
な
い
」

こ
と
だ
と
教
え
て
い
た
だ
い
た
取
材
で
し

た
。今
井
さ
ん
の
ジ
レ
ン
マ
に
共
感
す
る
専

門
職
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
「
高
齢
者
に
お
弁
当
を
届
け
る
だ
け
な

の
に
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
ま
ど
ろ
っ
こ
し

い
の
？
」

　
社
協
に
入
っ
て
初
め
て
担
当
し
た一人
暮

ら
し
高
齢
者
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
で
の
疑

問
が
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
き

っ
か
け
で
し
た
。お
弁
当
が
届
く
ま
で
に
、

調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
配
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
、そ
し
て
地
区
内
配
送
者
か
ら
高
齢
者

へ
、何
人
も
の
人
た
ち
の
手
か
ら
手
へ
と
渡

っ
て
届
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に「
な
ん
で
？
」

と
思
っ
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、こ
れ
こ
そ
が〝
ほ
っ
と
か
な
い
〞

地
域
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。地
区

内
配
送
者
の
方
は
、配
達
を
通
じ
て
新
し

い
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
た
り
、高
齢
者
の

変
化
を
社
協
へ
届
け
て
く
れ
た
り
し
て
い

た
の
で
す
。一人
の
生
活
を
多
く
の
人
が
支

え
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、先
輩
職
員
の

的
確
な
支
援
を
見
て
、「
社
協
っ
て
す
ご
い

と
こ
ろ
か
も
」と
思
い
ま
し
た
。

住
民
と
と
も
に
、支
援
が
必
要
な
人
を

〝
ほ
っ
と
か
な
い
〞地
域
づ
く
り
へ

あ
な
た
の
原
点
は
？ 

印
象
に
残
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

取
材
を
終
え
て

このコーナーでは、県内の社協職員など“地域福祉を進める人々”の活動を取り上げながら、
ワーカーとしての想いを伝えます。

28歳

31歳

36歳

現在

地域を駆
ける！

ワーカー物語

香美町社会福祉協議会
事業課長

今井 裕子さん
いま   い  　 ゆう  こ

村岡町（現香美町）社会福祉
協議会就職

ふれあいのまちづくり事業担
当、住民と協働して地域福祉
推進計画づくりに取り組む

社協総務係担当

社協事業担当

全自治会で
住民懇談会を開催！
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お問い合わせ先
兵庫県社協 総務企画部　☎078-242-4633　FAX 078-242-4153　E-mail info@hyogo-wel.or.jp

兵庫県ホームヘルプ事業者協議会

みんなの広場

アピールしたい活動の
情報をお寄せください。

兵庫県ホームヘルプ事業者協議会　事務局
（兵庫県社会福祉協議会 地域福祉部）
☎078-242-4634　ＦＡＸ078-242-0297

連絡先

　労務・人事など管理者として取り組むべき課題と対応策について
学びます。
今年度のテーマ　「改正介護保険制度・介護報酬への対応」
講　師　中山ちどりヘルパーステーション管理者　大北 淳氏ほか

管理者研修

　職場内のリーダーを育てるた
めに研修を実施します。
今年度のテーマ　「ヘルパーを活
かすためのスーパーバイズ」
講　師　湊川短期大学 准教授　
浦塚 ゆかり氏

サービス提供責任者研修

　ホームヘルプサービス関係者が広く集い、研究・協議することで、
県内の全体的なサービス提供水準のレベルアップを行います。
今年度のテーマ　「障害者ヘルプサービスへの取り組み」（予定）

ホームヘルプサービス
研究協議会

　本会では、「常に利用者を尊重し、利用者の生活全体を視野に
入れた自立支援を行う」を組織理念とし、兵庫県内でホームヘル
プサービスを行う事業者を対象に、サービスの質の向上と安定し
た事業経営を目指して、情報提供や研修などによる基盤整備や
人材育成を行っています。
　具体的には、管理者・ヘルパーなど階層別の研修を実施してい
ます。各ブロックでの研修も活発に行われ、ブロック間の相互連
携も進んでいます。さらに、ヘルパーの社会的地位向上につなげ
るための提言活動や研究調査事業などにも取り組んでいます。
　この理念・取り組みに賛同される事業所は、一緒に活動しませ
んか。県内（神戸市除く）のホームへルプ事業を実施する全ての
事業所が入会できます。
※本会入会の手続きや研修のお申込みに関するお問い合わせは、下記事
　務局まで。

よりよい「介護」をめざして こんな取り組みをしています

福
祉
の
就
職
説
明
会

A
U
T
U
M
N 

in 

H
Y
O
G
O

兵
庫
県
社
協
の

役
員
改
選

　
身
近
な
地
域
で
の
福
祉
人
材
の
確
保

や
福
祉
分
野
で
の
就
労
を
よ
り
一層
進

め
る
た
め
、10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、

「
福
祉
の
就
職
説
明
会
A
U
T
U
M
N 

in 

H
Y
O
G
O
」を
県
内
3
会
場（
尼

崎・明
石・姫
路
）で
開
催
し
た
。

　
今
回
の
説
明
会
に
は
、3
会
場
あ
わ

せ
て
、1
4
0
法
人
が
出
展
し
、3
1
0

人
の
求
職
者
が
参
加
し
た（
内
訳
：
尼

崎
1
1
6
人
、明
石
1
2
3
人
、姫
路

7
1
人
）。

　
参
加
し
た
求
職
者
、学
生
が
約
4
割
、

一般
求
職
者
が
約
6
割
で
あ
り
、学
生
は

減
少
傾
向
に
あ
っ
た
も
の
の
、一般
求
職

者
の
姿
が
多
く
み
ら
れ
た
。福
祉
の
仕

事
が
未
経
験
の
方
、中
高
年
の
方
に
も

参
加
い
た
だ
き
、求
職
活
動
に
と
っ
て
大

切
な〝
情
報
収
集
の
場
〞と
し
て
活
用
い

た
だ
い
た
。

　
ま
た
、事
業
所
に
つ
い
て
は
、職
場
の

様
子
や
先
輩
職
員
の
姿
を
見
て
も
ら
う

こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
ん
で
も
ら
お

う
と
、チ
ラ
シ
や
事
業
所
案
内
等
に
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
が
み
ら
れ
た
。

　
今
後
は
、県
内
各
地
で
巡
回
相
談
会

や
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
を
開
催
す
る
ほ

か
、平
成
25
年
3
月
2
日（
土
）に「
第
2

回
福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
in

H
Y
O
G
O
」（
神
戸
サ
ン
ボ
ー
ホ
ー

ル
）の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　
本
会
の
役
員
任
期
の
満
了
に
伴
い
、

10
月
15
日
に
第
1
7
4
回
評
議
員
会

が
、同
月
24
日
に
第
2
2
7
回
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、新
た
な
理
事・評
議
員
が

選
任
さ
れ
た
。役
員
任
期
は
い
ず
れ
も

平
成
24
年
10
月
24
日
か
ら
平
成
26
年

10
月
23
日
ま
で
で
あ
る
。

　
ま
た
、第
2
2
7
回
理
事
会
で
は
、本

会
の
正
副
会
長
も
あ
わ
せ
て
選
出
さ
れ

た
。会
長
に
は
武
田
政
義
氏
が
再
任
さ

れ
、副
会
長
に
は
稲
野
廣
氏（
宝
塚
市
社

会
福
祉
協
議
会
理
事
長﹇
新
任
﹈）、婦
木

治
氏（
兵
庫
県
社
会
福
祉
施
設
経
営
者

協
議
会
会
長﹇
再
任
﹈）、加
納
多
惠
子
氏

（
兵
庫
県
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

会
長﹇
再
任
﹈）、今
井
鎮
雄
氏（
神
戸
市

社
会
福
祉
協
議
会
理
事
長﹇
再
任
﹈）が

選
ば
れ
た
。

昨年度のサービス提供者研修は
「アセスメントのスキルアップ」がテーマ。

ロールプレイで楽しく学びました。

会 長
副 会 長

常務理事
理 事

監 事

評 議 員

武田  政義
稲 野  廣
婦 木  治
加納 多惠子
今井  鎮雄
福井  義三
和 田  満
山名  基夫
松島  一夫
羽田 登喜雄
長江  良彰
亀田  龍昇
田丸  泰邦
小林  公正
石田  文徳
黒川  恭眞
水野  雄二
岡田  和隆
秦  正 雄
金澤  和夫
小西  康生
薦 野  信
松澤  賢治
鍋 谷  將
福田  和臣
川本  幹雄
村井  和子
白波瀬 敏夫
公門  將彰
新宮  昭代
菅 原  巖
中後  仁美
糀谷  耕平
冨士原 一成
友定  隆男
衣笠  勝弘
鶴崎  和宏
佐野  茂樹
中野  正義
久保田 文章
戸田  幸男
坂 本  明
長井  克己
谷口  啓一

兵庫県社会福祉協議会 会長
宝塚市社会福祉協議会 理事長
兵庫県社会福祉施設経営者協議会 会長
兵庫県民生委員児童委員連合会 会長
神戸市社会福祉協議会 理事長
兵庫県社会福祉協議会 常務理事
明石市社会福祉協議会 理事長
姫路市社会福祉協議会 理事長
豊岡市社会福祉協議会 理事長
篠山市社会福祉協議会 会長
淡路市社会福祉協議会 会長
兵庫県民生委員児童委員連合会 副会長
神戸市民生委員児童委員協議会 理事長
兵庫県保育協会 会長
兵庫県老人福祉事業協会 会長
神戸市社会福祉協議会施設部会長
神戸YMCA総主事
兵庫県身体障害者福祉協会 理事長
生活協同組合コープこうべ 常務理事
兵庫県副知事
神戸大学 名誉教授
前兵庫県社会福祉協議会 常務理事
流通科学大学 教授
猪名川町社会福祉協議会 会長
兵庫県知的障害者施設協会 権利擁護委員会委員長
公認会計士
神戸市中央区社会福祉協議会 理事長
神戸市西区社会福祉協議会 理事長
尼崎市社会福祉協議会 理事長
西宮市社会福祉協議会 理事長
川西市社会福祉協議会 会長
三田市社会福祉協議会 会長
加古川市社会福祉協議会 理事長
高砂市社会福祉協議会 理事長
小野市社会福祉協議会 会長
加西市社会福祉協議会 理事長
宍粟市社会福祉協議会 会長
市川町社会福祉協議会 会長
神河町社会福祉協議会 会長
太子町社会福祉協議会 会長
朝来市社会福祉協議会 会長
新温泉町社会福祉協議会 会長
丹波市社会福祉協議会 副会長
南あわじ市社会福祉協議会 会長

評 議 員

顧 問

参 与

木南  義孝
末川 賀鶴子
三木  格全
林  憲 司
山本  國雄
高 田  實
谷  亨 二
足立  正己
吉田  隆三
前川  幸夫
蓬莱  和裕
中田  義則
大塚  晋司
松井  年孝
東馬場 良文
森村  安史
谷舗  裕子
後藤  冨枝
小林  勝弘
田中  讓治

福原  邦裕

小原  冷子
酒井  邦夫
本條  義和
久保  修一
土谷  長子
中野  和幸
岩 成  孝
川島  龍一
北野 美智子
森  京 子
真木  高司
井戸  敏三
矢田  立郎
辻  　 寛
石 田  等
太田  稔明
雪村 新之助
藤原  雅人
廣川  洋一
浅 野  仁
中西  光政
西山  茂夫

兵庫県民生委員児童委員連合会 副会長
兵庫県民生委員児童委員連合会 副会長
兵庫県民生委員児童委員連合会 副会長
兵庫県民生委員児童委員連合会 常任理事
兵庫県民生委員児童委員連合会 常任理事
神戸市民生委員児童委員協議会 副理事長
兵庫県老人福祉事業協会 副会長
兵庫県保育協会 常務理事
兵庫県児童養護連絡協議会 会長
兵庫県母子生活支援施設協議会 会長
兵庫県知的障害者施設協会 会長
兵庫県身体障害者支援施設協議会 会長
兵庫県更生施設連盟 理事長
神戸市社会福祉協議会施設部会 副部会長
兵庫県社会就労センター協議会 会長
兵庫県介護老人保健施設協会 会長
兵庫県ホームヘルプ事業者協議会 会長
兵庫県ボランティア協会 理事兼事務局長
兵庫県子ども会連合会 理事長
兵庫県老人クラブ連合会 会長

兵庫県手をつなぐ育成会 理事長
認知症の人と家族の会兵庫県支部 代表
兵庫県精神福祉家族会連合会 会長
兵庫県社会福祉事業団 理事長
兵庫県社会福祉士会 会長
兵庫県人権啓発協会 専務理事
兵庫県連合自治会 会長
兵庫県医師会 会長
兵庫県連合婦人会 会長
兵庫県婦人共励会 理事長
兵庫県健康福祉部社会福祉局長
兵庫県知事
神戸市長
前兵庫県社会福祉協議会 会長
兵庫県共同募金会 会長
兵庫県健康福祉部長
神戸市保健福祉局長
日本赤十字社兵庫県支部 事務局長
神戸保護観察所長
関西福祉科学大学 教授
神戸市社会福祉協議会 常務理事
兵庫県共同募金会 常務理事

兵庫県宅老所グループホーム・
グループハウス連絡会 事務局長

就
職
説
明
会
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
法
人
の
方
へ

面
談
さ
れ
た
方
の
採
否
結
果
を「
面
談
相
談
カ
ー
ド
」に
記
入
の
う
え
、平
成
25
年

1
月
末
日
ま
で
に
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
に
返
送
を
お
願
い
し
ま
す
。
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兵庫県社協の会員からの情報発信コーナーです

事業所と求職者の“出会い”の場として開催
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公益財団法人
兵庫県青少年本部

1対1の
お見合いを
紹介します！
お申し込みは

最寄りのセンターまで

〒６５０-００１１　神戸市中央区下山手通４-１６-３
TEL（０７８）８９１-７４１５　FAX（０７８）８９１-７４１８サポートセンター本部

神戸出会いサポートセンター（縁結びサロン）

I N F O R M A T I O N・ 伝言板

助成金情報

1月

締切り　平成24年12月12日（水）消印有効
●問公益財団法人日本社会福祉弘済会助成事
業申請係TEL03-3846-2172

URL　http://www.nisshasai.jp/

近畿ろうきんNPOアワード
近畿労働金庫の事業と連携したしくみとして、
｢子育て支援活動｣を進めるNPO法人やボラ
ンティア団体に助成します。
対象　NPO法人、ボランティア団体などの非
営利市民活動団体(任意団体を含む)、近畿
2府4県に主たる事業所を置いている団体

助成金額　大賞50万円（1団体）、優秀賞30
万円（2団体）、奨励賞20万円（7団体）

締切り　平成25年1月31日（木）必着
●申●問近畿労働金庫地域共生推進部
　TEL06-6449-0842
URL　http://www.rokin.or.jp/ 

第22回コープこうべ虹の賞
市民活動の推進に大きく貢献した個人や団体、
また今後の活動の発展が期待される個人や団
体をご推薦ください。自薦・他薦を問いません。
表彰　功労賞と奨励賞合わせて15件
副賞　功労賞、奨励賞ともに個人5万円、団体
10万円

対象　コープこうべの事業区域内で活動する、
または活動拠点を置く個人・団体

締切り　平成25年1月31日（木）
発表　平成25年4月（予定）
●問生活協同組合コープこうべ生活文化・福祉部
TEL078-412-2081

URL　http://www.kobe.coop.or.jp

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細に
ついては、それぞれの問合せ先にご確認ください。
ヤマト福祉財団
平成25年度障がい者福祉助成事業
障害者の自立と社会参加を支援する活動の一
環として助成します。
①障がい者給料増額支援助成金
A.レベルアップ助成金、B.ステップアップ
助成金、C.スタートアップ助成金

対象　障害者の給料増減に効果的な事業、
設備

助成額　上限100万円(最大50件)
②障がい者福祉助成金
対象　会議、講演会、研修、出版、啓発、調査、研
究、スポーツ、文化事業・活動に対する助成

助成額　上限100万円（総額1,000万円以内）
締切り　①②ともに平成24年12月31日（月）
必着
●申●問公益財団法人ヤマト福祉財団
TEL03-3248-0691

URL　http://www.yamato-fukushi.jp

公益財団法人コープ
ともしびボランティア振興財団
2013年度ボランティア活動助成
兵庫県内のボランティアグループや個人の活
動に助成しています。また、2004年度からは、
コープこうべから寄付された買物袋代金の一
部を活用し、県内の環境ボランティア活動へ
の支援・助成も行っています。
対象　活動の本拠地および活動地域が兵庫
県内であり、地域社会に貢献する非営利の
ボランティア活動をする個人・グループ、
2013年5月開催の市民活動交流会に参加
できることなどの条件を満たしていること

助成金額　1件当たり個人5万円、グループ
30万円

締切り　平成25年1月25日（金）
●申●問公益財団法人コープともしびボランティ
ア振興財団　TEL078-412-3930

URL　http://www.tomoshibi-found.or.jp/ 

日本社会福祉弘済会
平成25年度 社会福祉助成事業
社会福祉関係者の資質向上など目指した「研
修」や「調査・実践研究」事業に対し助成します。
助成対象　社会福祉事業や福祉施設の運営、
福祉活動などを目的とする社会福祉法人、
福祉施設、福祉団体、グループ

助成分野　研修事業（①集合研修、②派遣研
修）、研究事業（③実践研究、④調査研究）

助成金額　助成対象経費合計の80％以内か
つ50万円以内

10日

11日

13日

15日

18日

20日

16・23日

8日

10・11日

12日

13日

18日

22日～

24・25日

25・26日

28・29日

29日

30・31日

募　集募　集

福祉サービス利用援助事業 生活支
援員研修会◆県福祉センター
兵庫県経営協　施設経営トップセ
ミナー◆ＡＮＡクラウンプラザホテ
ル神戸
県内社協事務局長会議◆県農業
共済会館
栄養士・調理師研修◆県中央労働
センター
民間社会福祉事業職員互助会運
営委員会◆県福祉センター
近畿地域福祉学会◆同志社大学
（京都府）
県社協 第228回理事会・第175回
評議員会◆県福祉センター
社会福祉研修委員会◆社会福祉研
修所
職場内研修担当者研修（Ａコース）
◆社会福祉研修所
主任介護支援専門員研修◆県のじ
ぎく会館ほか
社会福祉援助基礎研修（Ｂコース）
◆社会福祉研修所
第6回全国校区・小地域福祉活動
サミット iｎ KOBE・ひょうご◆神
戸国際展示場ほか
新年福祉のつどい◆ANAクラウン
プラザホテル神戸
地域の福祉力セミナー◆神戸国際
会議場
経営協 理事会・例会◆ANAクラウ
ンプラザホテル神戸
介護支援専門員実務研修◆舞子ビ
ラほか
接遇・日常マナーリーダー研修
◆県福祉センター
ボランティアコーディネーター研修
（災害ボランティアコーディネータ
ー養成研修）◆神戸市内
県民児連会長等研修◆ポートピア
ホテル
人事・労務管理研修◆社会福祉研
修所
相談面接技術研修・初級（Ａコー
ス）◆社会福祉研修所

経 営 理 念

１２月３～９日は
『障害者週間』

だよ！

神戸市

行事予定
12月 4日

5日

6日

7日

地域福祉推進部会
◆県福祉センター
市町社協活動推進協議会幹事会
◆県福祉センター
児童福祉施設・保育所中堅職員研
修◆県福祉センター
ホームヘルプ事業者協議会サービス
提供責任者研修◆県福祉センター
権利擁護部会◆県福祉センター
福祉事業推進部会◆県福祉センター
民間社会福祉事業職員退職共済
運営委員会◆県福祉センター

1 2 3
〒650-0038
神戸市中央区西町35三井神戸ビル3Ｆ
Tel : 078-321-5005
Fax : 078-321-5019

私たちはお客様と心の
お付き合いをし、こだ
わりに応えるサービスと
商品を提供します。

私たちは地域の一員とし
て、内外で人々の交流
の場を創出し、地域社会
の発展に寄与します。

私たちは一人一人が資
質の向上に努め、お互
いが信頼できる風通しの
良い会社を築きます。

この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉
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「ストップ・ザ・無縁社会」 広がれ！全県キャンペーン……P6

みんなでつくるひょうごの福祉……P7

勇気を出して、歩き出すことが大切！
～東日本大震災の避難者による「おひさまカフェ」の取り組み～
あなたのまちの社協ナビ……Ｐ8

尼崎市社協
住民・行政・社協　みんなで話せば知恵がわく
顔の見える見守りから地域の安心へ
地域を駆ける！ワーカー物語……P9

住民とともに支援が必要な人を“ほっとかない”地域づくりへ
香美町社会福祉協議会　今井 裕子さん
県社協ニュース……P10

みんなの広場……P11

特集……P2

ストップ・ザ・無縁社会
絆つなげる 明日へつながる⑥

身近な地域における
相談と生活支援を考える　

私たちは「人と人との出会い」と
そこから生まれる「コミュニケーション」を大切にし、
心豊かな社会の発展に貢献します。

神戸市中央区海岸通8番 神港ビルヂング5Ｆ
ＴＥＬ078-331-5255 ＦＡＸ078-331-7800
http://www.idee-kobe.co.jp
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